




























































日欧 EPA を契機に日本でも EU指令のような動物福祉法が導入されるということはあり得るで
しょうか。

























































































































































































184 商 経 論 叢 第５３巻第１・２合併号（２０１８．１）
ぎています。通常，よりひどい問題を抱えている状況から改善していくべきだと思いますが，手
をつけやすく，ショックを受けない程度の問題から変えていくという不思議な現象が起きていま
す。欧米のアニマルウェルフェアは，数が多く酷い状況であった畜産動物から生まれてきていま
すが，日本では一番後回しにされています。それでも製品の裏側にある非倫理性をなくした消費
をしようというエシカル消費の議論が日本でも盛り上がり始めており，またヴィーガンという動
物の犠牲を減らすことが目的であるライフスタイルが注目を集めるようになっています。企業や
国よりも先に，市民が反応し始めています。私たちの目から見て変化が見えてきているというこ
とは，日本人の利他的行動も増えてきているということなのだと思います。
山口 そうですか。そういうことですと，私もだいぶ考えを変えなければならないかもしれませ
んね。やはりヨーロッパは先進社会で，現在の EUが将来の日本の姿を示しているということな
のでしょうね。
日 EU経済連携協定，アニマルウェルフェア，倫理的消費 185
